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? はじめに
越後塩沢の文人・鈴木牧之（1770～1842）は，1828
（文政 11）年 9月 8日（旧暦），信越国境の秋山に旅
立った。この日から 14日に帰宅するまで，信濃から
越後へと流れる中津川沿いに点在する集落を訪ね
て，のちに『秋山記行』を著述した。『秋山記行』は，
この地域に暮らす人びとの生活を詳細に記録した資
料として評価が高い。この地は平家の落人の村とし
て知られており，十返舎一九（1765～1831）から「来
れる丑のとしにハ，必
かならず
秋山珍説を桜木に上し，普
あまねく
四方の国に笑を轟さんとの消息」（宮ほか 1983：273
頁）を受けて，鈴木牧之は秋山へ旅立ったのである。
十返舎一九は『東海道中膝栗毛』にはじまる膝栗
毛シリーズを 1802（享和 2）年から 1822（文政 5）
年まで板行を続け，さらに 1813（文化 10）年より『方
言修行 金草鞋』のシリーズを継続しているところ
であった。このような著作の資料を一九に提供する
ことが，牧之の『秋山記行』執筆の動機にあった（田
子 1990）。そして，笑いを轟かすような珍しい秋山の
話を「丑のとし」1829（文政 12）年に出版すること
を目指し，現地踏査をへて，「辺境の風俗を偽らず飾
らず」（宮ほか 1983：372頁）書き記した実録と作り
話を交えた戯作の二つの原稿を書き上げた。しかし
1831（天保 2）年に一九が死去したため，『秋山記行』
は牧之の生前に出版されることはなかった。『秋山
記行』が最初に公刊されたのは 1932（昭和 7）年の
ことであった（鈴木 1932）。
一方，雪国の気象・生活・風俗・習慣などを記し
た，鈴木牧之の著作『北越雪譜』の出版についても
紆余曲折があったが（市島 1927），山東京山の 定で
初編 3冊が 1837（天保 8）年に??，その評判を受けて
二編 4冊が 1841（天保 12）年に刊行された。本書の
構想から執筆，出版に至るまで年月を要したことも
あり，『秋山記行』の抄録が『北越雪譜』初編に組み
込まれている。その「秋山の古風」には，「此秋山に
ハ古
いにしへ
の風俗おのづから残れりと聞きしゆゑ一度ハ尋
ばや」（宮ほか 1983：88頁）と思っていたところ，
この地をよく知る案内人を得たので，秋山に入った
とある。ここでは一九の依頼については言及がない。
牧之は，この地が「古の風俗」が残る地域ゆえに，
人びとの暮らしの様子を見聞したいという思いを抱
いていたのであろう。平地で暮らす人びとには想像
しがたい，珍しい生活が営まれている隔絶された山
村への興味関心がうかがわれる。
『秋山記行』という貴重な記録がある秋山郷は，
古い生活様式や風俗が残っている地域，典型的な秘
境として注目されてきた。本稿の目的は，近世後期
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から昭和初期まで，秋山郷の生活様式や風俗を記録
したさまざまなテクストを参照し，鈴木牧之が原型
を作ったといえる秋山郷の秘境イメージが，近代に
おいてどのように受け継がれたのか，あるいは変化
したのか，そして秘境イメージがいかに流通したの
か，考察することにある。本稿では，近世のテクス
トについては，活字本に接することが容易であるた
め，内容の要約を示し，近代のテクストについては，
旧字は原則として常用漢字に改めるが，原文のまま
引用することとしたい。
テクストの検討に入る前に，鈴木牧之の『秋山記
行』を対象とした若干の先行研究についてふれてお
く。宮栄二は，牧之の精緻な観察ぶりについて，部
落を訪れると，まずそこの 1軒に立ち寄り，家屋の
外回りを子細に観察し，応対に出た留守番の家族の
身なり，動作，言葉を注意深く観察して記録し，湯
茶が出されるとすぐさま，その茶の産地，茶焙器，
茶碗や盆の状態など，この僻地の日常什器にどのよ
うな系統の文化が流入しているかに注意を怠らない
と，評価している（宮 1971：300-301頁）。
高橋実は，生活様式の変化を驕りの増長とみた牧
之にとって，秋山の古風は，驚異であり，老人のた
くましさにも驚かされたが，一方で，十返舎一九の
著作に習ったためか，無知を嘲笑する風も見られる
と述べる（高橋 1981）。
石井正己は，平家の末裔として秋山の人びとを見
ているが，現実は違うことに落胆していること，「古
風」を遅れたものとしてではなく，良い文化として
評価していると述べる。さらに，『北越雪譜』の「秋
山の古風」を取り上げ，叙述の内容が改変された場
合もあり，「秋山の古風」を読むには，十分な資料批
判が必要であると指摘する（石井 2006）。
『秋山記行』には一般に知られる実録と戯作の 2編
がある??。樫村賢二は，村人のもの知らずやことば知
らずなどから起こる愚行を笑う「愚か村話」の事例
として「戯作秋山記行」に着目した。さまざまな民
俗誌や地誌が作られた天明・寛政年間（1781～1801）
以降，知識人が非文字文化の領域を自覚的に観察し
記録するようになり，「無学文盲」である山間僻地へ
の差別が「愚か村話」の誕生・流行へとつながった
と考察している（樫村 1999）。
本稿の対象とする秋山郷は，長野県北東部から新
潟県に流れる中津川の源流部に位置している（図
1）。ちなみに「秋山郷」という地域名は近世には使
われておらず，単に「秋山」と呼ばれていた。「秋山
郷」の用例については，Ⅳで取り上げる。
? 『北越雪譜』の「秋山の古風」にみる逸話
「秋山の古風」は『北越雪譜』初編・巻之中に収
められている（宮ほか 1983：88-96頁，鈴木 1936：
96-107頁）。1837年に出版された初編はベストセ
ラーとなり，それにより秋山に関する情報を広く伝
えた。そこでは「信濃と越後の国境に秋山といふ処
あり。大秋山といふを根元として十五ヶ村をなべて
秋山とよぶ也」と始まり（宮ほか 1983：88頁），続
いて中津川の東西に分けて，信濃と越後の 15の集落
を列挙している。その位置は図 1に示すとおりで，
長野県下水内郡栄村と新潟県中魚沼郡津南町にまた
がっている。周囲は苗場山，佐武流山，鳥甲山といっ
た 2,000m級の山々が連なる山岳地帯であり，「一夫
是を守れバ万卒も越え難き山間幽避の地也。里俗の
伝へに此地ハ大むかし平家の人の隠たる所といふ」
とある（宮ほか 1983：88頁）。
初日は見玉に宿泊し，翌日，桃源を尋ねる心地で，
秋山の入口の清水川原にさしかかると，注連縄と高
札に目を留める。高札には，ひらがなで，疱瘡ある
村方の者はこれより入れずとあり，秋山の人は疱瘡
を非常に恐れていることを案内人から聞かされてい
る（宮ほか 1983：88-89頁，鈴木 1936：97-98頁）。
坂巻村にいたる所に架かる猿飛橋をみて，牧之は，
松尾芭蕉によって詠まれた木曽の桟にも劣らないと
感じる。その橋は，丸木を 2本並べ，細木を藤蔓に
よって編みつけたもので，長さは 20間（36m）余，
幅は 3尺（90cm）に足らず，欄干もなく，岸から橋
へは梯や藤綱を使って上り下りする。今日はこの橋
を渡らないと聞いて牧之は安堵し，そこで写生をし
ていると，農夫二人が平地のように橋を行く姿を目
にしている（宮ほか 1983：89-90頁，鈴木 1936：98-
99頁）。
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昼食をとった三倉村では，家の作りを描写してい
る。掘っ立て柱に貫を藤蔓で縛りつけ，菅を編みか
けて壁とし小さな窓がある。戸口は大木の皮 1枚を
扉としており，茅葺きのいかにも矮屋である。家内
は藁筵のちぎれたものを敷きならべ，納戸も戸棚も
ない。囲炉裏は 5尺余，大きな木鉢が三つ四つある。
秋山の人家すべてこれに同じとある。また，粟稗を
刈り込む時期なので家に男がいない。さらに，女性
のはちまき，帯の幅の狭いこと，着るものの丈の短
いことは古風と指摘している（宮ほか 1983：90-91
頁，鈴木 1936：99-100頁）。
東岸の村々をへて小赤沢に至り，案内人の知り合
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図１ 対象地域の位置
●は秋山の 15村。村名に付した数字は，『北越雪譜』に記載された人家の軒数。◆は関連する地名。
地名表記は『北越雪譜』による。三倉は『秋山記行』では見倉とある。明治期以後，上結東は結東，下結東は穴藤と
表記，湯本は対岸に移動し切明となっている。大秋山は天明の飢饉（1783年～）により廃村，天酒は『秋山記行』で
は甘酒とあり，天保の飢饉（1833年～）により廃村。基図は 20万分の 1地勢図「高田」。
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い，第一の大家である市右衛門宅を宿にする。芋，
蕪菜，名物の豆腐の入った味噌汁をもてなされ夕食
をとり，風呂に入った。秋山で据え風呂を持ってい
るのは，この家と本家のみと聞かされる。このあと，
牧之は主人に風俗を尋ねて，あらましを次のように
列挙している（宮ほか 1983：91-96頁，鈴木 1936：
101-104頁）。
この地は米麦を生産できないので，
かんな
役を貢
いでいる。旦那寺を定めたが，冬は雪が2丈
（6ⅿ）余も積もって人の行き来も絶えるため，
このとき人が亡くなれば，山田助三郎の家に伝
来する黒駒太子（黒駒に乗った聖徳太子）の画
軸を死人の上に二三回かざし，これを引導とし
て私に葬る。
この地の人は，上食は粟に稗・小豆を交えて
食べる。下食は粟糠に稗・乾菜などを交えて食
べる。また栃の実を食とする。
婚姻は秋山 15村に限って他所に求めない。婦
人が他所に男をもてば，親族不通にして面会し
ないことを昔よりの習いとしている。
秋山には寺がないゆえ，みな無筆である。心
あるものが里より手本を得て，いろは文字を覚
えた人を物知りとして尊敬する。
山中ゆえ蚊がいない。蚊帳をみたものは稀で
ある。
深山幽僻の地で，蚕や木綿が生産できないた
め，衣類に乏しい。
山には，いらという草（イラクサ，苧麻
ちょま
，カ
ラムシ―筆者注）がある。その皮を製して麻に
替えて用いている。
秋山の人は冬も着るままで寝る。夜具という
ものがない。冬は終夜，囲炉裏で大火をたき，
その傍らで眠る。甚だ寒いときは，藁で作って
おいた
かます
に入って眠る。
藁が乏しいため草鞋をはかず，男女とも裸足
で山でも働く。
人に病があれば，米の粥を喰わせて薬とする。
重いときは山伏を迎えて祈る。
鏡をもっている女は秋山中に 5人という。
この地の人すべて篤実温厚にして人と争うこ
となく，色欲に薄く博奕をしらない，酒屋がな
いので酒を飲む人がいない。昔から藁一筋も盗
む人がいないという。実に肉食の仙境である。
牧之は，翌朝小赤沢を発ち，3日目には湯本で宿を
取って温泉に入浴，次の日には西岸の村々を見て上
結東村に宿泊，その翌日には猿飛橋を渡り，見玉村
に宿泊して塩沢に帰った。さまざま記すべきことが
あるが載せずとして，秋山記行 2巻を編んで家に蔵
していることを告知している。続いて，栃の実の食
べ方を記載し，最後に，木鉢・曲げ物などの産物を
あげ，秋山には良材が多いものの，中津川に筏を下
すことや牛馬を使うことができないので，財を得る
ことが難しく，天然の貧地であると述べる。
このように，鈴木牧之は，独特の風俗，衣食住，
篤実温厚な人柄などを書き記し，秋山を仙境と位置
づけている。
? 江戸後期における著述との比較
１．『秋山記行』における記述
『北越雪譜』に収められた抄録「秋山の古風」に
比べると，『秋山記行』は分量が多く，立ち寄った
場所ごとに詳細な記述がなされている。ここでは，
「秋山の古風」にみられた逸話と対照しつつ，おも
な相違点を確認しておきたい。
坂巻にかかる猿飛橋は，往路には記載がなく，復
路で取り上げられている。牧之は，村人に案内を頼
み，冷や汗を流しながら腹ばいになって橋を渡った。
足早に橋を渡っていく姿をみたのは，その村人が家
へ帰るところであった（宮ほか 1983：363-366頁，
鈴木 1971：157-160頁）。
大赤沢での籐左衛門への聞き書きは，次のように
記述されている（宮ほか 1983：295-297頁，鈴木
1971：46-49頁）。
世の中は天変し，このような山中まで驕りが
増長して，自分が若いときとは大きく違った。
家は土台も据え，桁もあり，柱に貫穴を掘るよ
うになった。もっとも里のように土壁を付けて
いるのは，この家ともう 1軒のみ，ほかは茅の
かき付けである。また，食事も栃や楢の実をた
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くさん食べたが，いまでは粟や稗を多く食べる
家もある。さりながら，古風が残っており，酒，
道楽，女色，博奕などは知らない。
小赤沢の市右衛門宅については，近年里のまねを
して造り替えたという家のつくり，道具，服装，料
理の様子などが詳細に記されている（宮ほか 1983：
299-314頁，鈴木 1971：58-80頁）。
この家の老人いわく，自分は 75歳になるが，
山稼ぎが好きで，毎日夜明けから日が暮れるま
で家へは戻らない。日常の食事については，10
月から春までは栃で，年中は粟・稗，小豆を少
し交ぜれば味がよく，朝は稗にて焼餅，近年は
世とともに驕るようになったから，菜の餡など
も入る。貧しいものは，粟糠に稗を交ぜて焼餅
にする。この家は村で一番の上食で，商人が泊
まるときなどは粟一色の飯を供する（宮ほか
1983：303頁，鈴木 1971：66頁）。
市右衛門からも，盗人，博奕，酒，色事，境界争
いがないと聞き，牧之は知足の賢者の住むところと
思う（宮ほか 1983：311頁，鈴木 1971：75頁）。な
お，『北越雪譜』では風呂に入ったとあったが，『秋
山記行』では，遅く泊まったゆえ風呂は湧かされて
いない（宮ほか 1983：303頁，鈴木 1971：66頁）。
牧之が秘蔵の黒駒太子の掛け物をみたいと尋ねる
と，市右衛門は，秋山は雪に閉ざされると里への往
来ができない，近頃は菩提寺も定まり雪のない時分
は引導師が来るが，自分が若かったときには，夏冬
とも黒駒太子の掛け物をどの村でも借りに来て，こ
れを死人の上に三遍回すのが古例の引導であると
語っている（宮ほか 1983：309頁，鈴木 1971：71
頁）。牧之は翌朝にも黒駒太子の御影を拝見したいと
頼み，持ち主の山田助三郎宅にも出かけているが，
見ることはできなかった。そこで，画像や表具など
について質問し，牧之なりに考察を試みている（宮
ほか 1983：314-317頁，鈴木 1971：80-83頁）。上述
のように『北越雪譜』では，掛け軸を死人に二三回
かざすとあったが，『秋山記行』では三遍回すとあり，
所作がやや異なる。
『秋山記行』の巻末には，「秋山の評」と「秋山言
葉の類」の二つが置かれている。総論ともいえる「秋
山の評」では，次のように述べている（宮ほか 1983：
366-367頁，鈴木 1971：161-164頁）。
考えてみると，里人はさまざまな気鬱があり，
色欲をほしいままにし，諸々の患いや万の悲し
みに心を迷わし，煩悩の波が高い。自分も名利
名聞のため，十返舎一九の著述のため，この辺
境に奔走するのも，命を削り，齢を縮めること
と悟ろうとしても悟れない。この秋山こそ，神
代の長寿の如く，天賦を自然に守り，土地相応
の栃の実・楢の実・粟・稗などを食べ，仙術を
学ぶように色欲・飲酒もほしいままにしない。
正直で夜戸締まりもしない。山畑に雨露や風霜
があっても厭わず，あたかも鳥獣のように奔走
する。
このとき 58歳の牧之は，高齢でも元気に働く老人
の姿を羨望のまなざしでみたのであろう。また「秋
山言葉の類」には，米は一年中で大晦日の晩に限る，
正月三が日は栃餅を食べる，下結東・上結東・清水
川原・小赤沢などで田を 2～ 3枚，3～ 4枚ずつ見
た，稲は里でないとできないと心得ていたが，ごく
早いもので 40～50年前から少し植え始めたとある
(宮ほか 1983：369-370頁，鈴木 1971：166-167頁）。
『北越雪譜』では，秋山の人家は，掘っ立て柱で，
柱には貫穴がなく藤蔦で結んでいると描写されてい
たが，『秋山記行』には，それは 40～50年前のこと
であり，近年は里のような家の造りが秋山にも及ん
できていることが，上記以外の清水川原・上結東な
どでもふれられている。食事についても，近頃，粟・
稗を多く食べるようになったことを驕りと捉えてい
ることを書き記している。この点では，秋山の暮ら
しの変化を繊細に受け取っているといえる。また，
『北越雪譜』では言及されていない焼畑については，
清水川原・見倉・中の平・大赤沢・小赤沢・和山・
湯本・屋敷・上結東で，畑の景観や耕作方法を記述
しているのに加えて，挿絵も描いており，牧之の関
心の高さがうかがわれる。秋山の焼畑に関しては，
別稿で検討した（関戸 2012）。
『秋山記行』に記載された旅程の宿泊地は，見玉・
小赤沢・湯本 2泊・上結東・上妻有の小出となって
おり，『北越雪譜』とは湯本に連泊していること，最
41秋山郷における秘境イメージの形成と流通
後の宿泊地が見玉ではなく小出であることが異なっ
ている。そして『北越雪譜』では小赤沢の市右衛門
に尋ねた風俗として記載されていた事柄の一部に
は，他の村での見聞が含まれている。『秋山記行』の
記述に歪曲や誇張が全くないとはいえないものの，
『北越雪譜』には，山東京山による脚色が加わって
おり，記述内容の相違はそのためと考えられる。
２．『信濃奇勝録』における記述
信濃の神官・井出道貞（1757～1842）は，1834（天
保 5）年，信濃の各地について見聞した成果を『信濃
奇勝録』5冊にまとめた。この書は，のちに孫の井出
通によって 1887（明治 20）年に出版されたが，道貞
の生前に公刊されることはなかった??。1942（昭和
17）年には井出逸治によって復刻されており，さら
に 1976年に信濃史料刊行会により活字化されてい
る。本書の巻之五，その巻末近くに「秋山」の項が
ある（信濃史料刊行会 1976，234-236頁）。同時代の
記録として，鈴木牧之による記述と対照できる部分
を中心に，抜き書きしたい。
箕作より九里余り東，山中に入ると秋山とい
う地がある。いにしえは平家の落人が隠れ住む
ところという。信濃の入口にある屋敷というと
ころに初めて落人が住み，ここより次第に開墾
し，川上に上野原，和山，湯本，川下に小赤沢，
甘酒があり，大赤沢より下は北越で，中の平，
結東，前倉などの村々があり，ともに秋山と呼
んだ。
往古は五穀もなく，ただ蒟蒻のみを作りその
根を食べた。今は山々の岨
そわ
を火にて焼払い，粟・
稗・蕎麦・大豆等を作り，または栃の実を拾っ
て食とする。中でも粟を第一の食とする。正月
7日には桿
あわがら
で大きな男根の形を造り，今年の粟
はかくのごとしと家毎に持っていき祝いをする
という。
衣類はおろという物で作る。これは山中に自
然に生じて苧
からむし
のようだ。これを刈って日に晒し，
水をつけて皮を剥ぎ，小なわにして細かに編む。
袖がなく外套
はおり
のようにして着る。
この地は疱瘡を恐れることが甚だしく，里に
疱瘡が流行るときは商人修行者の類を入れな
い。人が死んだときは，往古より三幅の画像が
あって，これを死人に戴かせることを引導誦経
の代わりとする。三つの画像は阿弥陀仏，聖徳
太子，六高僧という。
衣食事足りて常に争い怒ることなく，ただ質
朴にして太古の人のようだ。まことに世外の一
世界である。ただし，田がないので米がなく，
米がないので酒がないのを不足とするのみ，婚
姻など余儀なく酒を用いるときは，粟の甘酒を
造る。ひと月に一文の銭を神棚に上げ，数十年
にいたって四五百文になっても一文も散らさ
ず，たまたま伊勢の神吏が廻村する事があれば，
男女が集まって数珠をつまくり合掌頂礼して拝
む。
『北越雪譜』では，天明の飢饉で廃村となった大
秋山を根元の村としていたが，『信濃奇勝録』は屋
敷としている。このほか，往古は蒟蒻の根を食して
いたこと，葬送に用いる掛け軸が三つあることなど
の違いがあり，牧之の記述にはない儀礼もみられる。
他方で，疱瘡を恐れること，争いがなく質朴な人柄
で，俗世間を離れた世界と位置づけていることなど
共通点も多い。
近世における秋山の自然資源の利用のあり方を考
察した白水智によれば，秋山（信濃分）の世帯数は
18世紀前半の 30台から 19世紀前半には 70台へと
増加している。その変化により，集落近辺は一面の
焼畑となり，基本的な食糧を雑穀に変えた。さらに
針葉樹材の枯渇とともに広葉樹を素材とした木鉢・
木鋤などの木工品を作って収入を得るようになっ
た。近世秋山の生活として描いてきたイメージは，
激変期ともいえる 18世紀を乗り切った後の姿であ
り，その背景には，自然環境を多様に利用してきた
生業の複合性という伝統があったとしている（白水
2011）。
? 明治・大正期のテクスト
ここでは，まず現地調査にもとづく報告書によっ
て明治後期における秋山の生活様式や風俗の記録を
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把握し，次に明治・大正期における新聞記事の内容
を検討していく。本稿で取り上げるテクストや関連
事項を整理して表 1に示した。
１．報告書・探訪記
『下高井郡誌』には社会公共事業の一つとして「秋
山凶
きょうけん
救済」を記録している。
堺村秋山地方は，その地本郡の東北隅に僻在し
土地痩せ気候亦寒冷にして常時と雖も五穀完熟
するもの少く，住民稗粟及橡楢等の果実を常食
に供するもの多し。然るに明治二十六年以来気
候不順又は早霜の害を受け不作引き継ぎ，明治
三十年に至りて其の害殊に甚しく収穫皆無の有
様となり，橡楢等の果実にして猶成熟するに至
らず，ために住民の貯穀全く尽き，僅かに糠粕
を草木の根草に混して団子として餓を充すに止
まり……。三十一年六月郡長太田茂具に其の状
況を視察して……県の救済を求め……寄贈品募
集に従事せしむ。……六月下旬兼て蒐集せる金
穀を稗に代え一人四合又は五合の割合を以て第
一回の救助をなす（長野県下高井郡役所 1923，
587-588頁）。
このように，明治半ば，秋山では冷害が続き，稗・
粟だけでなく栃の実も熟せず，1898（明治 31）年に
は太田茂郡長が状況を視察し，穀類の配給や救助金
の下付が行われた。長野県および下高井郡では，秋
山の凶荒は対処すべき地域問題として認識されてい
たといえる。1902（明治 35）年には，長野県の役人
早川繁夫が飢饉の実態把握とその対策のため調査に
入り，『長野県農会報』32号・34号に詳細な報告を
まとめている??（以下の引用では句読点を適宜加え
た）。冒頭には，
罹災地方ハ通称之ヲ信州ノ秋山ト称ス，而シテ
秋山ナル部落ハ，天明年度ノ飢饉ニ住民悉ク流
離衰滅シテ僅ニ其ノ遺跡ヲ存スルノミ，今ハ即
チ小赤沢，屋敷，和山，上ノ原，切明ノ五部落
ヲ総括シテ之ヲ秋山ト謂ヘリ（早川 1903a：33
頁）。
とある。報告は，（1）地勢，（2）交通，（3）気候，
（4）戸口，（5）産物・輸出入，（6）耕作地・山林，
（7）衣食住，（8）風俗・気質，（9）教育・資産，（10）
飢饉の原因とその状況，（11）凶 により現在生活を
維持する状態，（12）救済方法・将来の見込，（13）
凶 困難の状態についての小官の観察・観察により
起きた感想，（14）部民の凶 における感想・態度，
（15）窮民と県税戸数割等級との関係，（16）今後の
善後策と将来の注意，（17）郡役所・村役場の措置，
（18）結論，という 18項目からなっている。明治期
に記された文献の中では，最も充実した内容といえ
る。いくつかの項目をみていきたい。
（7）秋山地方ノ衣食住
（イ）衣服
素ヨリ総シテ木綿ナリ……（早川 1903a：37
頁）。
（ロ）常食
米モ亦収穫セラルヽヲ以テ，素ヨリ住民ノ口
腹ニ入ルヘシト雖，是等ハ吉凶ノ事アルカ，
乃至非常ナル場合ニ依ル……妄リニ食膳ニ上
ルヘキニアラス，即チ常食トシテハ粟其第一
ニ居リ，其他稗，黍，栃ノ実，大根，蕪干，
蓬，コヾミ，蔬菜，馬鈴薯，等ニシテ是等ノ
雑穀並草類，蔬菜ヲ雑炊シテ粥ト為シ，又ハ
搗キテ焼餅トナシ，以テ口腹ヲ満タセリ。……
表１ 関連事項の年表
1828文政 11 鈴木牧之，秋山を探訪
1831天保 2 鈴木牧之『秋山記行』脱稿
1834天保 5 井上道貞『信濃奇勝録』脱稿
1837天保 8 鈴木牧之『北越雪譜 初編』刊行
1886明治 20 井上道貞『信濃奇勝録』刊行
1899 明治 32『信濃毎日新聞』に「温泉案内」連載
1901明治 34『読売新聞』に「茶ばなし」掲載
1903明治 36 早川繁夫「下高井郡堺村字秋山状況」
1905明治 38 長野県知事・関清英一行による視察
1906明治 39 新潟県中魚沼郡有志による探検
1916大正 5 『信濃毎日新聞』に「秋山探勝」連載
1921大正 10『朝日新聞』に「苗場山と秋山郷」掲載
1923大正 12『下高井郡誌』刊行
1928昭和 3 信濃教育会編『郷土読本』に鈴木牧之
「秋山の古風」収録
1931昭和 6 喜田貞吉「「マツト」と「ケツト」」
1932昭和 7 越佐叢書第 5巻『秋山記行』活字版
1936昭和 11 岩波文庫『北越雪譜』活字版
1939 昭和 14 長尾宏也「秋山郷の風物詩」
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副食物ハ通常豆ト塩トヲ交ヘタル味噌其ノ重
ナルモノナリシ……（早川 1903a：37頁）。
（ハ）住居
……各種ノ良材ニ富メルカ故ニ住居ノ外観比
較的良好ナリ……唯其ノ敷物ノ如キ所謂座敷
ニ畳ヲ置クモノ二三戸ニ過キス……（早川
1903a：37頁）。
（8）秋山地方ノ風俗及気質
質朴ニシテ敢テ飾ラス，優柔ニシテ気概等ノ
気
〔マ
象
マ〕
ハ絶テ見ルヘカラス，……総テ社会ニ競
争スベキ各種ノ気質ヲ備ヘス，奮発力甚乏ク
シテ頗ル懶惰ノ風ヲ見ル，一般ニ酒類及喫茶
ヲ嗜ミ賭博ノ如キハ最好ム処ナルガ如シ。
……偶外部ニ遊フコトアルモ忽チ郷ニ帰リテ
無為ヲ楽ムノ風アリ。然レトモ該地方ハ鄙陬
ヲ以テ鳴ルガ故ニ，或ハ探検ト称シ或ハ探景
ト称シ，種々ノ人種カ漫遊的ニ入リ込ミ来リ
テ無責任ナル刺激ヲ与ヘ，又ハ之ヲ玩弄スル
モノアルカ故ニ，昔時ニ比スレバ頗ル狡獪ノ
風ヲ助長シタリト謂フ。此地方ニ無尽蔵ノ温
泉ヲ有スルコト実ニ天与ノ楽地ナルヘシト
雖，其ノ遊惰放逸ノ気風ニ影響ヲ与フルコト
亦少カラサルベシ（早川 1903a：37-38頁）。
（9）秋山地方ノ教育及資産
……里人ノ相敬スル聖徳太子ヲ画ケル一幅ノ
画ヲ死者ニ戴カシメ之ヲ埋葬スト云フ（早川
1903a：38頁）。
（14）部民カ凶 ニ於ケル感想及態度
……備荒貯蓄金支出等ハ一面ニ於テハ部民ノ
自立心ヲ少クシ，其ノ奮発力ヲ減殺シ，徒ニ
依頼心ヲ助長シタル……。
……従来維持セラレタル質朴敦厚等ノ美徳
ハ，社会一般ノ軽浮ナル悪風ノ感化ヲウケタ
ルモノ其ノ因ナルナキニアラスト雖，同地方
ニ入リ込ムモノヽ多クハ，同情ヲ以テ之ヲ待
タス，殆ント異人種ヲ遇スルカ如キ態度ニ出
テ，甚シキハ即チ之ヲ玩弄セントスル不徳ハ，
次第ニ之ヲ銷磨シ去リテ，遂ニ彼等ヲシテ狡
獪ヲ全岐ナクセシムルノ結果ヲ生セリ（早川
1903b：26頁）。
牧之は，秋の収穫時期に訪れたためか，秋山の人
びとを山仕事に明け暮れる働き者と描いたが，早川
には，競争心がなく奮発力に乏しく ?懶惰（らん
だ＝怠けること）の風」があるとみなされている。
さらに，無尽蔵の温泉が遊惰放逸の気風に影響を与
えているともいう。また，酒や賭博を好むようになっ
ていること，衣類に木綿が使われていることなどの
変化がみられる。食については，米の収穫もあるが，
吉凶や非常の時のみ食べられるものであり，常食は
粟を中心とする粥やヤキモチであることに変わりな
い。なお，早川は，粟稗を常食とする地方は県下の
山間部でも珍しいことではないと述べており，この
点で秋山を特別視しているわけではない。
早川の報告では，時には千人を数えるという苗場
山ヘの登山者，各種の行商，官吏，漫遊客や浴客な
どの入り込みがあると記されている。そこで，当地
方が鄙陬をもって知られ，探勝のため種々の人種が
漫遊的に入り込んで，無責任に刺激を与え，玩弄す
るものがあるゆえに，昔時と比べれば「狡獪（こう
かい＝悪賢いこと）の風」を助長し，従来維持され
てきた質朴敦厚の美徳は，入り込むものの多くが異
人種に接するような態度で，玩弄しようとする不徳
によって消え去った，と述べる。外の人びととの接
触によって気質が変化したという。こうした見方は，
雑穀を貯蔵しながら隠匿して救援を受けたといった
悪事を聞いたことで，強められたと思われる。
最後に，早川は，住民の気質に刺激を与えること
が必要だとして，勤勉力行の気風を与えること，儲
蓄の観念を養成すること，独立・進取の気
〔マ
象
マ〕
を鼓舞
することの三つをあげ，住民を「文明ノ民ニ化シ以
テ皇化ニ鼓腹セシムルコト」は難しくないと結んで
いる（早川 1903b：28頁）。地方官吏としての強い使
命感がうかがわれるが，秋山を遅れた土地と見下し
た視角をもっていることは否めない。
この調査の 3年後，1905（明治 38）年，長野県知
事・関清英（在職：1902～1905）率いる総勢 50名（人
足 25名を含む）という一行が秋山を探訪視察してい
る。これに同行した神津猛??の記録によって，旅程と
その視察ポイントを整理しておきたい（神津 1967：
172-187頁）。8月 9日に長野から豊野まで鉄道で移
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動，飯山を経て上木島村（現木島平村）に宿泊，10
日は峠を越え雑魚川沿いに下って切明温泉に宿泊，
11日には和山，上の原，屋敷を経て小赤沢に宿泊し
た。和山では女性の服装に関心をもち，神津が写真
を撮っている。上の原ではカンジキや熊狩り用の槍
を見せられ，屋敷の山田清蔵方では知事が生活状態
について諮問している。小赤沢では一行から金 25円
が住民に贈られ，知事が 50人ほどを相手に訓示演説
を行った。12日朝，出発に先立ち，阿部惣右衛門の
所蔵する聖徳太子の画像 2幅を見せられ，死者があ
れば，これを戴かしめて僧侶の読経に代えて埋葬す
ることを聞いている。小赤沢から前倉，長瀬を経て，
神津は宮野原に宿泊，関知事は箕作に向かった。13
日は下水内郡数カ村の耕地整理の状況を視察して解
散となった。この視察旅行は 10年経っても「大袈裟
な大名行列で乗込んだ時の話――逸話，艶話――は，
今尚残つている」（『信濃毎日新聞』1916年年 7月 10
日）とあるほどで，強い印象を残したと思われる。
1906（明治 39）年には，新潟県中魚沼郡の有志 13
名が探検に乗り出している。このときの記録は「秋
山部落の探検」として 9月 27日から 10月 12日にか
けて『新潟新聞』に 16回にわたって連載された??。
この連載を編集した現代語訳が小林存??『越後秘境
探検記』に収められている。ちなみに，現代語訳に
は「秋山郷」という表記が用いられているが（小林
1990：66，67，80，85，88頁），記事では「秋山」「秋
山部落」「秋山領」となっている（『新潟新聞』1906
年 9月 27日，30日，10月 1日～3日）。
一行の当初の予定は，9月 15日に割野に集合し，
翌日より見玉，前倉，小赤沢，切明などを経由し，
22日に渋温泉に抜けるというものであった。16日
は，猿飛橋を過ぎて「真正の秋山領」に入り，坂巻，
上結東を経て前倉に宿泊。17日に小赤沢に着き，一
行は鈴木牧之が熱望しつつも見ることのできなかっ
た阿部惣右衛門秘蔵の聖徳太子の画像を拝観してい
る。郡長以上の高位の人には内見を許しており，北
見東一郎郡長が同行していたため拝見できたとい
う。また，その夜には屋敷で祭礼があると知り，秋
山踊りの見物に出かけている。18日は苗場山頂に登
るが，硫黄川をたどって大赤沢方面へ下山する途中，
遭難しかけて午前零時になんとか小赤沢の宿に戻っ
ている。この出来事を受けて，一行は 19日に解散，
他県の探検を希望しなかった小林は，新潟県側に
戻って見玉に宿泊し，その翌日に七ツ釜??を見物し
て十日町に到着した。
9月 19日の解散後，長野県側の探検は，望月一三
によって引き継がれ，「秋山探検 後の二日記」とし
て，『新潟新聞』1906年 10月 20日，21日，23日，
24日に掲載されている。上ノ原では，部落内結婚を
続けてきた秋山で，初めての入り婿という志久見出
身の男性と出会い，女性も一人入籍していることを
聞いた。上ノ原から和山への途中，経木と下駄を製
造する工場を見学し，祭礼の日の和山では，各戸に
旭日旗が翻っているのを見ている。その日は切明温
泉に泊まり，浴客約 40名，各部屋に溢れて繁盛，茅
の屋根があるだけの露天風呂で男女混浴とある。20
日朝，苗場山の三角測量隊の人夫に行李の運搬を頼
み，雑魚川を遡りつつ途中で 1泊，21日に渋温泉に
到着した。
このように長野・新潟の両県で，官民あげての視
察が行われていたのである。高位の役人には聖徳太
子の画像を見せていること，秋山の外からの通婚が
あったことに留意しておきたい。また，中魚沼郡の
有志一行は，予定よりも参加者が少なく，余興とし
て秋山踊りと秋山歌が出されなかったとあるので
（『新潟新聞』1906年 10月 5日），秋山の民俗芸能が
来訪者のために演じられる商品化が始まっていたこ
とがわかる。
さて，1903年の早川の報告は「下高井郡堺村字秋
山状況」，1906年の小林の記録は「秋山部落の探検」，
1923年の『下高井郡誌』は「秋山地方」と記してい
た。そうしたなかで「秋山郷」の最も早い用例とし
て，1921（大正 10）年 8月 5日と 6日の『朝日新聞』
に掲載された，久住幸作「苗場山と秋山郷（上）（下）」
という記事をあげることができる??。さらに，1923年
の『越佐案内』には，「秋山郷」の見出しがある???。
この時期より「秋山郷」という地域名が使われるよ
うになり，定着していったと推察される。
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２．新聞記事
秋山に関する記事が新聞の紙面で確認できるの
は，1899（明治 32）年の『信濃毎日新聞』が早い。
『信濃毎日新聞』では 6月 30日から 7月 16日にか
けて，12回にわたり「温泉案内」が連載された。こ
こで取り上げられたのは，山田，角間，田中，安代，
渋，野沢，秋山，小谷，別所の各温泉である。秋山
の温泉は，7月 13日と 14日に紹介された。切明温泉
は，旅館一棟あるのみ，食料品一切と毛布を持参す
るとよい，夏季には浴客が毎日百人内外あってすこ
ぶる混雑を極める，和山温泉は，戸数六戸，浴室一
棟あり，と案内されている???。ここで注目したいの
は，「◎十年前の秋山」という小見出しに続く記述で
ある。
世人の知るが如く肥後の五個の荘（五家荘―筆
者注），遠州の京丸，信州の秋山と云へば，所謂
平家の落人の隠家
かくれが
として他と交通もせず，人情
質朴名利を知らず，数ふるに算盤
そろばん
なく，衡るに
衡
はかり
なく，量るに枡
ます
なく，度るに尺
ものさし
なし。されど
も，よく，暗算に練達し，筋覚二匁以上を違へ
ず。衣服は，畳の丈に較べて仕立て，材木の坪
は指を以て丈り寸を違へざりしと云ふ。尤もお
かしきことあり。其地の巡回小学教師が，始め
て八角の柱時計を持ち行きたるに，皆々神なり
として，礼拝せりと云ふ。然るに，今は著しき
進歩をなして，戸毎に柱時計を懸くるに至りて，
其他万般の事，面目を一新したり。（『信濃毎日
新聞』1899年 7月 14日）
このようにソロバンや道具がなくとも正確に計量
できること，10年前には柱時計を神として礼拝した
という笑い話を挟みつつも，いまは戸毎に普及し，
面目を一新したと紹介している。
これに続くのは，1901（明治 34）年の『読売新聞』
に 2回に分けて掲載された「茶ばなし」である。こ
の記事の筆者は，東海道旅行に誘われたのを断って，
一人で秋山という未開地へ行ったときの土産話とし
て，次のような逸話を披露している。
ここハ肥後の五ヶ荘程，世に知られてハ居ない
が，矢張り平家の遺族が遁れた処だと伝へて居
る，僕ハ元来信州のもので，秋山の話ハ小供の
時から聞いて居たが，就中
なかんづく
米といふものハ秋山
中を尋ねて四五粒しかない，其の四五粒も瓢箪
の中へ入れて貯へてあるので，大病人でもある
とその瓢箪を枕許で振る，そうすれバ病人ハ死
んでも遺族ハ米の音を聞かせたから本望だとい
つて居るといふ話が，最も奇妙に感じられた，
……秋山の中の前山（前倉のことか―筆者注）
といふ処で，人家ハ十軒程あつたが，何れも牛
小屋と大した相違ハない，畳も何も無く，草ば
かり布
し
きつめてある，
……御馳走ハ，米もあり茶もあった，（『読売新
聞』1901年 9月 6日）
小赤沢ハ十七軒あつて，思つたよりハ家もよか
つたが，併し二三軒を除けバ牛小屋のようであ
つた，米もあるが，重なる食物ハ粟と蕎麦とで
ある，田ハ村内に二反程あるばかりで，近頃漸
く米の生える木が植ゑられたのハ，天朝様の御
利益だと，其の時八十九歳の老翁ハ語つた，
……途
みち
で四五回牛に逢つたが，この牛ハ何れも
山中へ文明の風を担ぎ込むもので，僕ハ実際小
赤沢で，大和絣の美形と，絹のハンケチを秘蔵
せる若者と，サンライスの空き箱とを見た，（『読
売新聞』1901年 9月 7日）
ここにある，瓢箪の中に入れた米粒の音を病人に
聞かせたという話は，「人病あれば米の粥を喰わせて
薬とす」と記した『北越雪譜』とは異なる。かつて
米が作れなかったことを，より強調するものとなっ
ている。一方で，米作りが行われていること，大和
絣，絹のハンカチ，タバコの空き箱といった「文明
の風」が及んでいることにもふれている。
秋山に関して，最も分量の多い記事は，「M山人」
の署名で，1916（大正 5）年 6月 20日から 7月 14日
まで『信濃毎日新聞』の一面に連載された「秋山探
勝」である。内容の一覧を表 2に示した。
記者は，10年前のこととして，長野県知事官舎の
応接間で関清英知事に言われたことを回想してい
る。前節で述べたように，関知事は 1905年に秋山を
探訪しており，そのすぐ後と思われる。
君，肥後の五家荘と併称されて，遁竄せる平家
の末胤といふことでな――五百年来，全く社会
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と交渉を打ち切られてゐた仙境でな――人情，
風俗，言語，習慣，丸切り想像の外でな……景
色は素より天下の絶勝，耶馬溪や妙義ほどの奇
は，到る処にゴロ 〳 〵してゐてな――兎に角，
君，実地見なけりや話ぢや判らん――新聞社の
諸君などは是非一遊して，大に天下に紹介すべ
しぢや。
そこで，記者は，次のような目論見を語る。
日本アルプスの紹介も，もう今日では陳腐とあ
つて，都市の新聞が，争ふて飛驒の山中の，何
んとやら村の，原始的な，猿のやうな生活を物
珍らしがつて，……大袈裟な紹介に及んだのを
見るにつけ，僕は心 窃
こころひそか
に，我が秋山を想ふ。
……思ひ切つて現代を飛び離れて，雄大な自然
――山岳――渓谷――森林――そこに育まれた
自然の児――と，心ゆく許り，接触して，舒
のび
や
かな月日の涼味を貪つて見たい。?『信濃毎日新
聞』「十年まだ見ぬ恋」1916年 6月 20日（以下，
誌名省略）>
上記の「飛驒の山中の，何んとやら村」とは，飛
驒・白川郷のことと推察される。明治期から昭和初
期における白川村に対する認識のあり方について
は，才津（2009）や加藤（2011）に詳しい。当時の
新聞が，読者の興味をひくような珍しい土地の話を
競って記事にしていたことがうかがえる。
連載の 5回･6回は，十数年前に，長瀬に在住し教
師として各部落へ巡回した池田碧水という人物の見
聞をもとに記している（長瀬の位置は図 1参照）。
旧幕時代は，寺子屋どころの訳ぢやない。生ま
れ落ちるから，木の葉（で作った着物）にくる
まり，男も女もごつたくさに，食つて，寝て，
起きたら働き，疲れたら飲んで，酔つたら歌ひ，
踊つたら寝る。……無智，それは知らぬが仏の
幸福であつた。今から三十年前に，斯うした太
表２ ?秋山探勝」の記事の内容一覧
回 掲載日 見出し お も な 内 容
1  6/20 十年まだ見ぬ恋 長野県知事・関清英の土産話，取材旅行の目論見
2  6/21 道草其一 一新された街道に驚き，瑞穂村（現飯山市）を通過する
3  6/22 道草其二 野沢温泉での滞在の様子
4  6/23 大森林と自然の児 峠でブナの大森林をみて，秋山気分に包まれる
5  6/24 神代其儘 秋山の部落を巡回した教師の見聞
6  6/25 仏壇へ納つた時計 時計を仏様と思い込んだ滑稽談
7  6/26 森の歌 表秋山にいたる道中で，鶯の啼くのを聞く
8  6/27 竹の柱に笹の屋根 造林前の焼け跡をみて，炭焼き小屋の夫婦に会う
9  6/28 涙松 重要な年中行事とされる北野天神の盆踊りのこと
10  6/29 烏踊の歌 北野天神に参拝し，盆踊りの歌の一節を聞く
11  6/30 滅び行く謡 太古さながらの歌にハイカラな歌が加わったことを知る
12  7/1 踊が生命 盆踊りの様子と巡査による風紀取締があったこと
13  7/2 浮草や 盆踊りでの風紀取締が緩やかになったこと，神楽殿での雑魚寝
14  7/3 奇談其一 常食は粟飯と稗団子，雑草を煎じてお茶代りとする
15  7/4 奇談其二 尺度・衡・桝を備え付け，度量衡の講習を行った
16  7/5 奇談其三 病人の背を炉端の火で暖める
17  7/6 秋山美人の笑い顔 里の者に侮蔑される秋山の青年，容貌の特徴
18  7/7 尾崎法相ソツクリ 独特の頭蓋骨の形，本能のままの生活，宗教心のなさ
19  7/8 昔は飢饉今は水害 長瀬から小赤沢までの道中，一昨年の水害で死者 12名
20  7/9 姉は十八妹は十六 小赤沢の六之丞とその二人の娘についての余話
21  7/10 蝶の浴衣の天女舞 六之丞の娘をめぐる艶話
22  7/11 栃の飴馬鈴薯の酒 惨めな生活振り，秋山救済のための講話
23  7/12 減食生活 冬の出稼ぎが増加，私娼志願の出稼ぎもある
24  7/13 今や滅びつゝあり 北海道への移住が唯一の救済策
25  7/14 平家の末は嘘の皮 古い秋山は天明年間に滅び，現今の秋山は嶋田氏の植民地
（『信濃毎日新聞』1916年 6月 20日～7月 14日より作成）
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古の別世界が，あの森の中にあつたといふ……。
ところが，明治の治まる御代になつて，所謂義
務教育の普及といふことになつて，さうさ，僕
の赴任した時分には，日本国中，どんな山の中
だらうが，小学校のない処は，恐らくなからう
といふ時代にだ，秋山では，大抵の部落に校舎
がない。?「神代其儘」1916年 6月 24日>
秋山における学校教育は，1880（明治 13）年に屋
敷で寺子屋式の授業が始まり，小赤沢に小学簡易科
派出所が 1886（明治 19）年にでき，校舎は 1888（明
治 21）年に建築されている（栄村史堺編編集委員会
1964）。山間に小さな集落が点在しているため，すべ
てに小学校が置かれていないのは当然ともいえる。
早川の報告には，小赤沢尋常小学校には出席生徒 20
名，凶 により出席生徒の減じたることなしとあり
（早川 1903a,b），教育を疎かにしていたとは思えな
い。次の話は，教師が筆・墨・紙・石版のほか，秋
山中どこを探してもなかったというボンボン時計を
風呂敷に包み巡回したときのものである。
名は申さんが，或る部落の，或る家――臨時校
舎へ乗り込んだ……。差し向き困つたのが，大
事の 〳 〵時計の置き場さ。……奥の方の，薄暗
いとこに，比較的飾り立てた，不均衡にダゞ広
い仏壇がある。……それを見たとき，僕は締た
と許り北
ほく
叟
そ
笑
え
んで，……茶目根性から，恭しく，
両手を以てからに，時計殿下を捧持して，仏壇
の内に安置し奉た訳さ。
……これから授業といふとき，ふいとやつて来
たのが学務委員。……サーそれからが面白い，
先生何
ど
う思ふたか，世にも勿体らしい，済まし
た振りで，時計を両手に捧げるぢやないか。さ
うして，眼よりも高く差し上げて，南無々々々々，
……時計を仏様だと思つてござる。
……今度は僕の前に来て，……「先生様，あの
仏様は，手触りの按排ぢやあ，冷つこくて，活
仏ぢやあねいやうだが，そいだに，よく働いて
ゐらつしやる」と，さも 〳 〵感に堪えない顔附。
ワツハツハツハー。?「仏壇へ納つた時計」1916
年 6月 25日>
これは，時計を知らないことを笑った典型的な滑
稽話となっている。1899年の『信濃毎日新聞』の記
事にあった柱時計を神として礼拝したという話のも
とは，この教師が語ったのであろう。
次に，記者は北野に立ち寄って北野天神（北野天
満宮）に参拝し，秋山全部落を挙げて男女が一夜を
踊り狂うという盆踊のことを 9回から 13回の記事
で取り上げている。ただし，北野は秋山の領域には
含まれない（図 1参照）。
……秋山の秋山たる，最も著しい特色はあの踊
りにあるといはなければならぬ。……秋山を知
れる限りの，総ての人が，この点だけは，皆一
致した帰納を得るらしい。
……一年の享楽をたゞこの一夜に圧搾した，盆
踊りの尊い一夜――秋山人にとつて，今宵一夜
は，一刻値千金である……。?「踊が生命」1916
年 7月 1日>
…… 恣
ほしいまま
な性欲は，恣な性欲である。行当りバ
ツタリで，自然の衝動に，自然に順応してゐる
許
ばか
り，思慮も，分別も，そんな面倒臭いものは，
秋山人の生活と，生存にはご無用らしい。……
彼等は幾代となく，森の中で，森の歌を謡ひ，
森の踊を踊つて，何んにも知らぬが仏の，一生
を送つてきたのであるが，これからは，さうは
参るまい……。?「浮草や」1916年 7月 2日>
盆踊りは性の解放される場であり，風紀の取り締
まりの対象となったことは知られているところであ
る。記事では，秋山にも一昨年あたり帯剣した巡査
が 7人もやってきて，踊りが始まると，そこへ割り
込んで人びとを追い払ったが，農村唯一の慰安を奪
うのはよろしくないという議論があっで，取り締ま
りが緩やかになったらしいとある。解放的な性への
言及は，18回，21回，23回の記事にもあり，この記
者の定型的な見方となっている。
14回から 16回の記事は，宿泊した長瀬での見聞
をもとにしている。
表秋山のこの辺では，秋山といへば，これから
向ふの，山の奥の 〳 〵，裏秋山のことであつて，
この辺では，普通の堺村であることを，旅人に
了解して貰いたげの風が，アリ 〳 〵と見える。
……猿と呼ばれる秋山とごつちやくさにされて
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は，頗る迷惑であるところの，幾多の誇りを持
つてゐるらしい。?「奇談其一」1916年 7月 3日>
ここにある猿という差別表現は，連載記事の中で
たびたび用いられている。ここでは表秋山と位置づ
けられている長瀬は，秋山の領域外であり，そこか
らみた秋山の奇談として，まずは，粟と稗を常食と
していることを取り上げている。
秋山は，以前，米といふのは，丸切りなかつた。
いまでも，一部落で物持ちといはれる一二軒を
除けば，全部常食は粟若くは稗である。……茶
に代用されたもの，それはなんでも，野山へ雑
草と共に叢生する合萠
くさねむ
といふ豆科植物――それ
を刈りとつて，葉だけを煎じて飲むんださうさ。
?「奇談其一」1916年 7月 3日>
二つ目として，1899年の『信濃毎日新聞』の記事
にあったように，尺度
ものさし
や衡
はかり
や桝
ます
がなくとも，正確に
計量していたことを前置きとして，次の出来事を
語っている。
明治十九年とかに，時の戸長の森隆英といふ仁
が，秋山開発の方針から，村費を以て，各部落
へ，尺度一本，衡一挺，一升桝一箇，一合桝一
箇づゝを備へ付けた。……
ところが，森の中の猿公達，眼をクル 〳 〵させ
てゐるだけで，薩
さつ
張
ぱ
り手を付けない。……困り
切つた戸長は，各部落から，一人宛，度量衡講
習生を募つて，それに教え込んで，技手の免状
を呉れることにした。……名誉ある撰に預つた
のは，無論，各部落の一粒より，物知りで，口
利きで，字も（無論仮名）読めるといふ大智識
であつたといふ。而も，驚く勿れ，その講習を
エンヤラヤツト卒業したのは，……二人ツ切り。
?「奇談其二」1916年 7月 4日>
ここでは，新しい技術に鈍感な，秋山の人びとを
あざける態度がみられる。三つ目は，秋山には土地
相応の知識で発明された医薬がなく，病めば死ぬも
のと覚悟せねばならいな惨めさにあると述べつつ，
次のような説を展開している。
たゞ一ツ，彼等には，面白い習慣がある。それ
は，病気になつて臥
ね
る場所若しくは臥
ね
かす場所
が，チヤンと幾代かの慣習上一定していること
である。それは何処かといふと，屹度
きつと
炉辺――
一年四季ぶつ通しに，榾火
ほたび
を焚いてゐる炉辺で
ある。さうして，炉を背にして，焚火で脊髄骨
を暖めて臥
ふせ
るのである。これが，彼れ等の病気
の時の，一定された習慣的態度である……。……
これが秋山に於ける，彼れ等特得の病気治療法
であると，先ず見做さずばなるまい。……成る
程，脊髄を温めるのは，病気によつて，効果顕
著たる場合があるかも知れない。?「奇談其三」
1916年 7月 5日>
囲炉裏で火をたき，その傍らで眠るという秋山の
習慣は，『北越雪譜』や『秋山記行』で記述されてい
たように日常的な行為であった。このことが病気の
治療法と受け取られたようだ。
連載の 19回でようやく小赤沢に到着し，自らの観
察や見聞にもとづく記事となっている。小赤沢では
1914（大正 3）年に死者 12名を出した水害があった。
そこで，今のままで行けば自滅の途しかないことを
自覚しているとして，次のように述べる。
これは無気力な，懶
らん
惰
だ
な秋山人が，自暴自棄的
に，捨鉢な叫びを揚げてゐるのではない。……
水害に対しては，秋山を挙げて，他に避難する
より外に，仕方がない。……
以前粟と稗より外に，常食物のなかつた秋山も，
漸次，水田が開けて来たが，……これより以上，
田なり，畑なりを拓かうとすれば，そこに水害
の穽
おとしあな
が，黒い影を投げてゐる……。?「栃の飴馬
鈴薯の酒」1916年 7月 11日>
早川の報告にあった「懶惰」という表現が使われ
ていることに留意したい。続いて，前年に下高井郡
長が小赤沢の小学校に秋山の人びとを残らず集めて
講話したときのことを引き合いに出している。郡長
は人倫五常の道を説き，秋山救済の急務は風紀の矯
正にあるとしたが，林業技手が栃の実で飴，馬鈴薯
で酒を作る方法を教えたところ，人びとは狂喜して
技手を郡長にするのがよいとなって，郡長の講話は
失敗であったと伝えている。
翌日の記事では，養蚕の導入で一息ついている，
最近数年間は「出ぎらいな彼等」を駆って，若い者
のほとんどが冬の出稼ぎに行く，女性も多く「お三
49秋山郷における秘境イメージの形成と流通
どん」（女中）として東京の安月給の家庭に重宝がら
れている，私娼志願の出稼ぎも増えているとある
?「減食生活」1916年 7月 12日>。早川の報告に「外
部ニ遊フコトアルモ忽チ郷ニ帰リテ無為ヲ楽ム」と
あったように，外に出ることを好まない秋山の人び
との中でも，とくに若い世代に変化があったことが
わかる。そして，記者は，秋山を救済するには，北
海道などへ移住させる外はないと断言する。その前
提として，次のように土地の状況を把握している。
その宅地と，その田畠で以てからに，僅の平地
をスツカリ占有してゐるものだから，この上，
田なり，畑なりを拓かうとするには，勢ひ，そ
の傾斜地の樹を伐つて，そこを開墾するより外
に道がない。……ヤツト若干の開墾ができる。
さうしたところへ二三日続きの雨でもやつてく
ると，忽ちそこから山抜けがして，石を転がし，
樹を倒し，タツタ一瞬の間に，総てぶち壊され
て終ふ。……
……ところが，彼ら等の無智なる，樹を伐るこ
とそれが，山抜けの直接原因であるといふこと
が，何うしても解らない。そこで，近頃，水害
の為めに，保安林編入箇所を増加したのに対し
て，「お上ぢや，わんら （ー我等）見殺しやる積
りスケ，むじよげ（無情気）じや 〳 〵」と，到
る処で怨言を放つてゐる。?「今や滅びつゝあり」
1916年 7月 13日>
明治末期には全国各地で大きな水害があり，森林
のもつ治山治水の機能に注目が集まっていた。とく
に，部落有林野は荒廃の極みに達しており，入会慣
行の弊害を矯正する必要があると認識されていた。
そして 1910（明治 43）年，部落有林野の入会慣行を
整理解消し，市町村に統一帰属させる政策が農商務
省・内務省のもとで始まった。秋山の属する堺村で
は，部落有林野を村有に統一しようとする動きに対
して，1916（大正 5）年に全部落民が総決起し，部落
有林野は私有財産であるとの確認訴訟を起こしてい
る（関戸 2011b）。部落有林野の統一であれ，保安林
への編入であれ，山で焼畑を拓くことができなくな
れば，秋山の人びとは食糧を得ることができなくな
る。怨み言をこぼさずにはいられないだろう。
連載の最終回には，秋山の由緒について，旧秋山
は新田氏の残党が山深く逃げて，その子孫が続いた
もの，それが天明年間に滅びて，その跡へ箕作の嶋
田氏が植民したのが今の秋山という自説を記してい
る?「平家の末は嘘の皮」1916年 7月 14日>。
以上のように 25回の連載では，盆踊りに関する記
述が多くを占め，記者自身の秋山での見聞による記
事は 19回以降に限られる。読者の関心を惹くため
か，珍しい暮らしぶりを誇張して滑稽話に仕立てて
いる部分が目につく。それは「愚か村話」の成り立
ちと同じ構図である。記者とその背後にある新聞の
購読者と，記事の対象とされた秋山の人びとの非対
称的な関係性を映し出したテクストとなっている。
? 昭和初期のテクスト
1928（昭和 3）年には，鈴木牧之「秋山の古風」が
信濃教育会編『郷土読本』に収められた。本書は，
地方の青年，一般読者の読み物として，「朗らかにし
て根強い我民族の伝統的精神の神髄」にふれるよう
に，地方民の生活を見聞観察した記事を主としたも
ので（信濃教育会 1928：1頁），39本のうちの一つと
して採録された。さらに，1932（昭和 7）年には実録
『秋山記行』が越佐叢書の第 5巻に収録，初めて公
刊された。『北越雪譜』も 1936（昭和 11）年に岩波
文庫に収められた。こうして，鈴木牧之の著述に容
易に接することができるようになった。
ここでは，紙幅の関係もあり，二つのテクストを
対象とする。一つは，雑誌『歴史地理』に掲載され
た喜田貞吉の論文「「マツト」と「ケツト」」である
（喜田 1936）。
中津川の上流，苗場山の西方渓谷地方を秋山谷
といふ。交通不便な極めての山間で，里人との
交渉も少く，随つて近い頃まで甚だしく未開の
状態に置かれ，越後あたりでは，秋山の者と云
へば直ちに山の者の代表的名辞となり，今では
土地の者も秋山者と言はれる事を甚しく忌み嫌
う風があるといふ。それで里人同士の間で相手
をからかひ罵り合ふ場合などにも，「何だ，秋山
のもんぢやないか」などといふ。……無論言葉
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も風俗も里人とは頗る相違し，今は……余程開
けて来たには相違ないが，嘗ては粟，稗，玉蜀
黍の類を常食とし，橡の実を貯へるといふ風で，
熊，猿，零羊（カモシカ―筆者注）を獲つて里
へ売りに出て，米を買つて帰る位が里との交通
のおもなものであつたといふ。夜寝るにも蒲団
がなく，炉ばたで焚火に暖を取る。大病人に米
養生までさせたが，それでも死んだのは寿命と
あきらめねばならぬとか，瀕死の病人の枕元で，
竹の筒に米を入れてそれを振つて其の音を聞か
せたとかいふ，どこにでもよくある挿話は，こゝ
に就いても語られて居るのである（喜田 1936：
3頁）。
上記は長野県下水内郡桑名川（現飯山市）におけ
る聞き書きである。昭和初期にも「山の者」，未開の
状態に置かれた「秋山者」をからかうような態度が
認められたことがわかる。なお，1901年の『読売新
聞』の記事では，米粒は瓢箪に入れられていたが，
ここでは竹筒となっている。同種のエピソードは，
1955年の『教育技術増刊号』掲載のレポートでも言
及されており???，秋山と結びつくイメージとして人
びとの記憶に残り，長く流通したことがわかる。
喜田は，多くは過去のことに属すると認めつつも，
異民族同化の史実の上に興味深い事実としている。
この論考では，先住民族の毛人／ケットと結東・穴
藤／ケットウという集落名とを結びつけて，交通不
便な秋山に先住民族の旧態が久しく保持されたと考
えたのである。それに対して，千葉徳爾は，山峡も
しくはそこに設けられた仮小屋を意味する「ケト」
から「ケットウ」という地名が起きたと解釈してい
る（千葉 1995）。
最後に『北越雪譜』の記述を踏まえつつ，秋山郷
を探訪したテクストとして，長尾宏也???の「秋山郷
風物誌」を取り上げたい（長尾 1938a，1938b）。掲載
誌の『旅』は，日本旅行文化協会???の機関誌として
1924年に創刊され，2004年の休刊まで日本で最も長
く続いた旅行情報誌であり，その時代の旅行スタイ
ルを作り上げ，昭和の旅行を先導した（森 2010）。
……北越雪譜の著者の訪
と
ふた頃の秋山郷は清水
河
〔マ
原
マ〕
村人家二軒とあるも，今日では飯山鉄道大
割野の駅から中津川街道をこゝ迄ハイヤーが這
入り来るやうになり，……それがためにか秋山
郷の人たちは今日では秋成村の含む清水河原上
下の結東を秋山郷として数へることを何か面は
ゆい思ひでゐるらしい。「秋成も中の平前倉ま
でが秋山郷です」といふのが多くの人の返事で
あつた。
……大赤沢は越後側最奥の部落で……これ程の
山にあるゆゑにか人は国
くに
境
ざか
ひをひどく意識して
「われ秋山人なり」との思ひ忘れることが出来
ぬらしい。といふことは一方では秋山郷は越後
なりとの意識が旺
さか
んなのであつた（長尾1939a：
18頁）。
交通事情の改善にともない下流部の集落は秋山郷
の外という認識が生まれたが，越後側では「われ秋
山人なり」との思いがあり，秋山郷は越後であると
の意識が強いという。それは，信濃側の集落から本
村（堺村の役場）に往くには，越後を通らなければ
行けないという地理的位置にも関係しており，「秋
山者と言はれる事を甚しく忌み嫌う風」とは大きく
転回している。越後と信濃では，自己認識に違いが
あったのだろうか。
「秋山の古風」は既に北越雪譜に説くところ，
あれから既に三百年を経た今様秋山郷はやはり
古風といふより他はない。いやその鄙ぶりはむ
しろ今日のわれわれには古典でさへある。今わ
たしの相向ふ老媼そのものが「木綿以前」の人
である。身の一部には綿を料とした布を着けて
ゐるとはいへそれも探して見れば巾三寸に足り
ない帯ぐらゐのことで他はすべて
を
（カラムシ
―筆者注）を料としたもので……自給自足の品
である（長尾 1939a：19頁）。
……蒲団はこれ正
まさ
しく綿入れでなくて の繊
すぢ
を
集めて入れたもので，……曾ては藁の叺
かます
の中に
這入つて臥所
ふしど
としたといふのは北越雪譜の見聞
記であつた。……今日秋山郷では藁の叺こそ見
なかつたが，……蒲
がま
の葉・藁の類を丸く束
つか
ねて
敷き詰められその上に蓆
むしろ
をおほつて寝る仕組
は，父祖の生活を継承されてゐるのであつた（長
尾 1939a：20頁）。
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長尾は衣類や夜具に『北越雪譜』にみられたよう
な古風が残っていることに注目している。ただし，
300年前というのは間違いであり，鈴木牧之の探訪
から約 100年が正しい。
……里から米を運搬して来れば一升について六
銭の運賃がかゝるほどの所である。そんなに
騰貴
たかい
お米が喰べられるのは一年のうち正月とも
・
の
・
日
・
だけで，それもやうやく近年に這入つてか
らの仕来りであつた。竹筒の中に入れた米粒の
音を聞いて病める身を癒やす手段
てだて
としたのもさ
う遠い日のことではなかつたといふ（長尾1939a：
21頁）。
米粒の音を聞いて病を癒やしたとあるのは繰り返
し出てきた逸話ではあるが，ことさら米の珍しさを
誇張して，来訪者が驚嘆するような話を敢えて披露
しているようにも思える。一方，書き手からしても，
読者の興味を惹くため欠かすことのできない話とい
えようか。秋山郷では 1920（大正 9）年から 1924年
にかけて中津川第一発電所が穴藤に建設され，取水
堰が切明に設けられた。この工場現場で働くことで
現金収入がもたらされたため，自給自足が崩れ，米
食が普及し，開田が盛んになった（市川 2006：111-
112頁）。
……東京電燈に継承されていゐる秋山郷切明の
魚野川取入口開鑿工事は二十年前の大工事であ
つた。当時は機材その他糧食の運搬なぞのため
にこの清水河
〔マ
原
マ〕
から電気軌道が秋山最奥の地迄
運転され当時の殷賑は今日想像も出来ないほど
この山郷をゆすぶつたといふことであるが，そ
の軌道跡も今日は既に廃れて人の通ふ路とはな
らずすく 〳 〵と森林の生ひ立つまゝになつてゐ
る（長尾 1939b：58頁）。
中津川左岸に敷設された簡易軌道は，発電所完成
後に撤去されたため，清水川原までの物資の運搬は
再び人馬に依存するようになった。こうして大きな
社会的変動を受けた秋山郷ではあるが，長尾は，次
のように探訪する価値を見出している。
今日柳田國男先生著「木綿以前の事」（創元選書）
を読む者にとつて秋山郷の人たちの生活様式は
まことにいゝ参考となる。参考となるといふ観
方は秋山郷の人たちにとつては失礼な云分であ
るが，四季を通じて綜
そ
を材料とする衣類を身に
つけるやうな生活はもう内地では何処にも見ら
れない。
……かういふ端々に曾ての落人の持込んだ文化
様式が遺つてゐる。珍奇な生活様式の対照とし
て秋山郷を観ることは冒涜であるとしても，わ
れわれの祖父の生活史の一頁でも繰つて見よう
とする人にとつては秋山郷は一度は訪ねていつ
て失望しない山郷である（長尾 1939b：60頁）。
このように，古い生活様式を貴重な文化として評
価しつつ，それを観察できる場所として『木綿以前
の事』や『旅』の読者を秋山郷へと誘う巧みなテク
ストとなっている。
? おわりに
1942（昭和 17）年の次の記事では，秋山郷の位置
づけに変化がみられる。
秘境の大資源も開発
……平維盛が敗残の一族郎党を伴れ遁れ 〳 〵て
隠棲の地に開拓したといふ伝説の桃源郷，下高
井郡堺村秋山郷は……中津川を形成する奥信濃
の最北端に位置，千古斧鉞を知らぬ原始林一万
町歩無尽蔵の森林資源が一昨年春まで顧みられ
なかつた神秘境でもあつたが製炭技術を移入し
て僅か二年，……明年度は二十万貫生産を表明
あらゆる天険障害を征服して木炭増産へひたむ
きな挺身敢闘を続けてゐる。?『信濃毎日新聞』
「農村も戦ふ（16）」1942年 10月 22日>
記事には「黙々製炭報国に挺身」とあり，戦時下，
国策の要請で森林資源の開発が始まったことで，懸
命に働く秋山郷の人びとが賞賛されている。懶惰の
風がある，奮発力に乏しいなどと評されていたこと
を顧みれば，大きな変化である。しかし，それは，
山村の環境に即した複合的な生業を営むことより
も，国の役に立つ生産に従事することを支持する一
面的な見方によってもたらされたものである。
本稿では，秋山郷の秘境イメージが，近代におい
てどのように受け継がれたのか，あるいは変化した
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のか，それがいかに流通したのか，考察を試みてき
た。秋山という場所が語られるとき，人びとの関心
は，一つは「秋山の古風」といわれる，他では見ら
れない珍しい生活様式，もう一つは森林資源，山や
渓流，温泉などの豊かな自然に向かっていた。
近世の秋山は，鈴木牧之や井出道貞には，平家の
落人の村として「古風」の残っているところ，仙境，
知足の賢者の住むところと，もっぱら肯定的に捉え
られていた。ただし，鈴木牧之の「戯作秋山記行」
では「愚か村話」の舞台となっていた。近代になる
と，太古の人，質朴な人柄といった見方は継承され
ているが，遅れた地域との蔑視が顕在化し，差別的
な表現がみられるようになった。とくに『信濃毎日
新聞』の連載記事では，物珍しい暮らしぶりを誇張
し滑稽話に仕立てようとする傾向が強く出ていた。
典型的な逸話として，例えば，粗末な夜具のみで，
火を焚いた囲炉裏の傍らで寝ることがあげられる。
広大な入会地で採取した薪を自由に使える山村ゆえ
の生活様式ともいえるが，昭和初期には未だ綿入り
の蒲団が用いられていないことに焦点が当てられて
いた。そして，繰り返し語られてきたのは，秋山に
は米が四五粒しかなく，病人があるとその枕元で，
米粒を入れた瓢箪または竹の筒を振って音を聞かせ
たという話であった。近世にも病気の時には米の粥
を食べており，開田も徐々に進展したにもかかわら
ず，そこでは，里とは異なる秘境として，米が作れ
ないことが誇張されている。このように一定の逸話
が繰り返し語られることによって，秘境イメージが
作られ，流通してきたのである。また，秋山郷をめ
ぐり，町や里：文化を記録する側，山村：記録され
る側という非対称的な関係によって，秘境イメージ
が創り出されており，脚色が加えられていたことが
読み取れた。
［付記］
本稿は，2013年 3月に日本地理学会春季学術大会シンポジ
ウム「「地域文化」の生産・流通・消費―文化地理学の視角か
ら―」において報告した内容をもとに，その後に収集した資
料の考察を加えてまとめたものである。JSPS科研費（基盤研
究（B）15H03279）の助成を受けた。
［注］
1)初編の奥付には 1836（天保 7）年とあるが，出版は 1837
（天保 8年）である（井上 1983）。
2)ともに『鈴木牧之全集 上巻 著作篇』に所収。「秋山記
行」（宮ほか 1983：269-372頁）。「戯作秋山記行」（宮ほか
1983：373-432頁）。
3)写本は早稲田大学図書館古典籍総合データベース，刊本
は国立国会図書館デジタルコレクションで閲覧できる。
4)早川（1903a，1903b）については，市川（1971），寺嶋（2012）
で取り上げられている。
5)神津猛（1882～1946）は，1917年に志賀銀行を興し，1928
年には信濃銀行の常務取締役となった。島崎藤村との交流
でも知られる（「佐久の先人たち 27 佐久の文化と産業を
支えた神津猛」https：//www.city.saku.nagano.jp/kyoiku/
bunka/bunkajigyou/senjinkento.files/file2778.pdf）。
6)「秋山部落の探検」の連載に先立ち，「行脚端書」という
短報が『新潟新聞』1906年 9月 16日，19日，23日に掲載
されている。
7)小林存（1877～1961）は，1904年に新潟新聞社に入社，
1935年に『高志路』を創刊，新潟県の郷土研究をリードし
た。
8)新潟県十日町市田代にあり，『北越雪譜』には挿絵入りで
紹介されている。
9 )自著の序に「筆者は，軍港横須賀に，二十年の新聞記者
生活を続けて来たもの」とある（久住幸作（1943）『海軍夜
話』海国社）。記事の大半は苗場山登山に関するものである
が，「秋山郷」を次のように取り上げている。
一年中の大半は雪に埋れて白岩山赤岩山等の数千尺の
峻壁が面を圧して直立する中津川の奥，寸地を開拓し
て小赤沢，和山，屋敷，結東等の諸部落を作り，秋山
郷は静かに太古の夢を結んでゐる。……湯元の主人（此
一家のみ数年前越後から移住したもの）を通じて原朴
な伝奇的（ローマンチツク）な彼等の風俗習慣を見聞
するのは興味多いことであつた。（『朝日新聞』1921年
8月 6日）
10)「秋山郷」の記載は次のとおりである（高橋 1923：66頁）。
……信州，上越，三国の境堺に介在し……住民は何れ
も原始時代の如き風を装ひ男は狭袴を穿ち山刀を腰に
横へ言語又太古の如く獣肉，稗粉，粟等を常食とし明
治八年始めて米を作る事を知れり家は杭を建て上端を
結び茅にて蔽ひ富人以外は床を設けず冬期は山谷に熊
や猿を獲りて生活す。又近年に至りて陸稲及南瓜を作
り居る……中津川の両岸又奇岩屹立し松柏の老樹繁り
て真の仙境たる感あり。
11)内務省衛生局（1923）『全国温泉鉱泉ニ関スル調査』によ
れば，切開温泉，秋山温泉（和山温泉のこと―筆者注），屋
敷鉱泉の三つが取り上げられ，年間入浴客の概数は，それ
ぞれ 170人，600人，360人となっている。
12)次のように記述している（教育技術編集部 1955：168-
169頁）。
秋山郷といえば，信州の人たちでも一番開けていない
所と信じており，今でも，信州人でここを訪れる人が
少ないといわれている。というのは①信州側から入れ
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ないこと，②冬は雪で新潟側からも入れない，③交通
の便が非常に悪いためである。昔から信州では「秋山
では米飯をたべない，老人が臨終に際して，宝物とし
て残しておいた瓢箪の中の米を家人がゆさぶつてやつ
て，せめてもの慰みとして死んで行く」という伝説さ
え伝わつている。
13)長尾宏也は，1935年に随筆集『山の隣人』竹村書房を出
版しており，本書には『山』2-6（1935）掲載の「秋山郷十
日記」も収録されている。このほか『日本山岳風土記』8巻，
宝文館（1959-1960）の編集にかかわっている。
14)日本旅行文化協会は 1926年に日本旅行協会と改称，1934
年にジャパン・ツーリスト・ビューローに吸収合併されて
日本旅行倶楽部となった。戦後は日本交通公社に引き継が
れた。
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